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皆様には日頃より当協会の事業・取組につきまして御理解・御協力をいた
だいており、感謝申し上げます。最新のニュースレターをお届けしますので、
御一読いただけましたら幸いです。

宮崎カーフェリー新船「フェリーたかちほ」の就航を契機として、関
西地区からの教育旅行の一層の誘致推進を図るため、６月２７日、
２８日、神戸市と大阪市において、関西地区の大手旅行会社の教
育旅行担当者を対象に、本県の教育旅行素材を紹介するセミナー
を開催しました。
県内関係者にも多数ご参加いただき、マリンスポーツ体験はもとよ
り、オーダーメイドの教育旅行プログラム、巨大ダムでＳＤＧｓを学ぶ
試み、農業体験や民泊体験などについて丁寧に説明し、旅行会社
の担当者に本県の教育旅行素材に関心を持ってもらうことができ
ました。

（左上）宮崎ブーゲンビリア空港での歓迎の様子
（左下）宮崎大学研究棟での実験 （右）宮崎観光ホテルでの発表会の様子

（左）セミナーの司会を努めた一般社団法人日本旅行業協会宮崎地区委員会村上氏
（右）県観光推進課海野課長による開催ごあいさつ。背後に新船「フェリーたかちほ」の

勇姿が見える

本県ならではの、楽しく探究的な
学びのプログラムを育み、皆さん
が訪れたくなる宮崎県を目指して
います。
国内誘致部 部長 戸高 直也

まずは宮崎に来てもらう為に、ど
のようにお客様に寄り添った提案
が出来るかを念頭にMICE誘致
セールスに努めております。
ＭＩＣＥ誘致部 部長 柏木 和幸

宮崎大学との連携で

西宮市の高校生が来県

カーフェリー新船を活用した

教育旅行誘致推進

7月28日から30日まで、兵庫県西宮市立西宮高校
グローバルサイエンス科の２年生42名が来県し、宮崎
大学工学部吉野研究室との地域連携活動として、最先
端技術を学びました。
2泊３日の行程で観光はたったの２時間のみ！それ以

外の時間を大学での学習と実験、資料作成にあて、最
終日には宮崎観光ホテルで、学会形式による研究成果
発表会も行いました。ハードな研修であったにも関わら
ず、発表会を終えた生徒さん達の顔は晴れ晴れとし、達
成感に満ち溢れていました。

２日間のセミナーで、本県の教育旅行素材を紹介



■お問い合わせ

公益財団法人宮崎県観光協会 総務企画部
宮崎市錦町１番１０号
宮崎グリーンスフィア壱番館

（KITENビル）３階
TEL：0985-26-6100
FAX：0985-26-6123

E-mail：info@kanko-miyazaki.jp

ようこそ宮崎へ。香港からのツアー客を歓迎

宮崎ブーゲンビリア空港での歓迎会の様子

毎年好評をいただいている「み
やざき観光カレンダー」ですが、
2023年版に掲載する写真をコ
ンテスト形式で広く募集したとこ
ろ、県内外から400点を超える
応募をいただきました。
9月7日に審査会を行い、プロ
写真家や放送局のアナウンサー
などからなる審査員６名で、採用
する写真を決定しました。
ご応募いただいた皆様、ありがとうございました。

ジャパンラグビーリーグワン

浦安D-Rocksを歓迎

インバウンド

２年半ぶり本格再開

みやざき観光カレンダー2023

フォトコンテスト開催

来年は「屋外型トレーニングセン
ター」も完成し、ラグビーキャンプ
の盛り上がりは必見です！
スポーツランド推進部

部長 末吉 大介

「みやざき観光カレンダー2023」
は、11月初旬販売開始予定です。
是非お買い求めください。

総務企画部 部長 松元 清春

訪日旅行の段階的回復に向け
た取組みを進めています。

海外誘致部 部長 鷹取 善昭

審査の様子。力作揃いに、審査員は
大いに頭を悩ませていました

これらの写真を使用して「みやざき観光カ
レンダー2023」を作成します。お楽しみに♡

9月4日から10日まで、「浦安D-Rocks」がチーム
発足後初めてのトレーニングキャンプをひなた宮崎県
総合運動公園ラグビー場で実施しました。
宮崎ブーゲンビリア空港で実施した歓迎セレモニー
では、チーム関係者約70名を盛大にお迎えし、「みや

ざきブランドポーク」を贈呈しました。
これに対しチームを代表して、宮崎市出身の竹内柊
平選手が「チーム初めての合宿地宮崎の温かい環
境、人に囲まれてレベルアップを図りたい」と力強くあ
いさつされました。

ソウルの旅行会社との情報交換

日本政府は、10月11日から観光目的の個人旅行による入国を再開する方
針を発表しました。当協会では、それに先立ち8月29日、30日に韓国を訪問し、
アシアナ航空ソウル支店や大手旅行会社とインバウンド再開に向けた意見交
換を行いました。また、9月2日には、帰国後の隔離条件があるにもかかわらず、
香港から2年半ぶりとなる、日本送客最大手「EGLtours」の九州ツアーの旅
行者8名が来県。高千穂峡など本県の魅力を堪能されました。


